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図2-9-84 湧出水位，地下水位および降水量;の経年変化図

これに挟在する旧期溶岩中に掘られたものが上水道や工業用にかなり利用されており ，比湧出量

は50-250m3/d/m のものが多い。ただ， これらの既開発地域はほとんど沖積低地に限られてい

る。

筋島山麓の溶岩台地における管井利用はまったく未開拓である。

深層地下水の水位は， 7月に最も高く ，次第に低下しながらも 10月にかけて高水位期がつづ

き， 2月から 3月にかけて最も低下し， 4月から次第に上昇し始める〈図2-9-84)。水位の変動の

l隔は小さく ，一般に数 m以内のものが多い。溶岩台地末端の湧出量も深層の地下水位変化のパ

ターンと調和的な変動を行っている。

(藤井厚志〉
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20. 都城盆地

(1) 地形・地質

都城盆土也東方の山脚部はおおむね標高 200mであり ，これより東側は基盤岩類の日南層群から

なる急峻な山地と なっている。西方は姶良カノレデラから噴出した火砕流堆積物が日南層群や第三

紀の火山岩類からなる山地の聞を埋めている。このため，基盤岩類は残丘状にしらす台地上に突

出している。火砕流の土佐積原商はカノレデラ壁付近でおおむね 440mであり ，東流するに従っ

て 180m ぐらいまで{尽く なる。
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下に形成されている(図 2-9-85)。

都城盆地内の基盤岩類は日南層群本および

土佐積物と上部i!塁石流堆積物といわれる (2)。下 |叩

15倒産石流堆積物の下位や両軽石流土佐積物の間

にはそれぞれ湖沼堆積物と思われる砂，1深，

前者が 40m以上で末吉層，後者が 95m以下

で都;成層と呼ばれ(へ ともに有能なも皮圧地下

水を旺胎している。

下部軽石流堆積物は最大層厚 25m程度で，

西側山地側では層厚 80m以上に迷し， しら

れているが，下限はたれさが っているため最

大層厚は 130m にも達する。本j百の上半部は い
しらすで，半透水層であるが，下半部は固結

結凝灰岩にはオ ープンクラックが発迷してい

ることがあって不圧地下水を腔胎する。 上部

il珪石流土佐積物の下位には，大隅降下il豆石層が
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図2-9-87 代表柱状図 〈図2-9-85の5号弁〉

本地質調査所 (1978)の日本地質|図によれば，四万十累層群上部 (古第三紀~中新世前期〕に含まれる。
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表 2-9-24 都減盆地周辺における水文土由貿層序区分 (地質調査所(2)による〉

地質時代 J0 泊三 区 分

売新i仕 現河川氾波i仕打i物，河床l潔j百

新 !~J ローム府
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イt

全面が畑地として利用さ れている。 こ の地形面の段丘堆積物は屑厚 3 ~ 5 rn のT~軽混り 2 次しらす

であり ，沖積商との比高が 17~ 25 m あり，樹校状谷によて浸食されている。不圧地下水面はし

1 らす中にあり，地下水利用はあま り行われていない。 これら高位段丘をとりまくように中， 低位

i段丘が発達する。標高は 165~ 145 m程度であり，段丘堆積物は同様に砂磯混りの 2次しらすか

ら なる 。 沖積面との比高が 10 ~15 m と小 さくなり ，飲雑用水が浅井戸によ って取水されている

と1ころ もある。

沖水川および荻原川など によ って形成された複合扇状地を都域扇状地，東岳川によるものを山

之口扇状地と称する。いずれも旧期扇状地であり，前者に都城市の市街部が発達している。 これ

ら扇状地砂T劇冨の層厚は 10 ~ 20 m であり，不圧地下水が豊富に賦存している。

新期扇状地は沖水川によ って形成された高木原扇状地 と都城扇状地に付随している F長飯扇状

地があ る。扇状地砂T政層のj雷厚は 6~10 m と やや薄い。 河) 11 からの伏流水が多く，不圧地下水が

豊富であり， とくに， 高木原扇状地では浅井戸による農業用水の取水が行われている (図2-9-85)。
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(2) 地下水

都城盆地における不庄地下水の利用は主として扇状地の発迷する都城市内で盛んである。これ

らのうち，農業用に使用されている浅井戸は 110本ぐらいあ り，1958年から 1960年にかけて急

激に増加した。地下水はすべて水田の補水用として使用され， 200 ba程度のかんがい面積を有

し，日揚水量はおおむね 11万 111
3と推計されている。他の浅井戸は約 160本知られており，そ

の取水量は日ii8，000 m3程度である。

深井戸は農業用 3本，水道用 15本，澱粉工業用 12本，冷凍周 6本， その他 24本の計 60本が

使用されている。これらの日取水量は 95，000m
3
程度である。

湧水は 15ヵ所ほど3，[1られている。都城扇状地内の浸食谷頭から湧出する ものが 4ヵ所あり，
その湧出量は 0.26rn

3
/sである。高木原扇状地の扇端湧水は 4i，所で 0.061113/S の湧出量であ る。

これら扇状地からの湧水がほとんどを占め，残りはしらす台地の崖下から湧出する小規模なもの

である(図2-9-85)。これらの湧水は主として養魚用に使用され，その残7}cがかんがい用にも使用

されている。

旧期および、新期扇状地の不圧地下水位は降雨の影響を顕著に受けて変動している(図2-9-89)。

降雨直後に地下水位が急上昇し，以後急降下している。雨量係数を求めると 0.23 ~ 0 .44 程度に

なる。年変化をみると，降雨の多い夏期の 6 ~ 9 月間に高水位になり ， 降雨の少ない冬期の 1 ~

3 月間に低水位となる。この間の水位変動l隔は 2 ~5 m 程度に及ぶ。扇状地面が水田として利用

されている場合には，さらに顕著である。

地下水位がやや深く，周辺に水田がない No.2号井をみる と，降雨に よる地下水位の急激な上

昇や降下はないが，年変化量は比較的大きい。すなわち， 6月から 9月の地下水は11月から 3

月にかけての低水位に比して 5111ほど高くなっている。

NO.42号井は深度 165111の澱粉工業用の井戸で，深度 51111以深に 6層，延 37111のストレー

ナーが入ったものである。本井の日揚水量は平常 300~ 500111
3であるが，澱粉加工の最盛期に

は1，7001113の取水量となる。地下水頭の変動はこれら取水の影響をほとんど現わしていない。

しかし，不圧地下水位と同様に， 8 ~ 9月にi高水位になり 3月頃に低水位になるパタ ーンを示

している(図2-9-88)。

NO.3号井は深度 100111 の澱粉工業用の井戸で， 深度 13~ 68 111聞に 4眉延 40nlのス トレー

ナーが入った井戸である。降雨の直接的影響を受けて，不圧地下水位とほぼ同線に変動している。

年間の水位差も 5111とかなり大きい。本労二の観測値は不圧士山下水位の変動を示しているものと
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No.S 

No.21 
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8 6.76 120 

20 22.10 100 

21 20.50 100 ， iio.36 36 1.85 160 
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図 2-9-90① 段階 揚 水 試 験結果 図
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思われる。

段階揚水試験結果の代表例を図 2-9-90①に示した。上じ湧出量が 200m3/d/111から 2，500m3/ 

d/m 程度まで大きな差がある。

揚水試験時の最大水位低下量とその時の揚水量から求めた比湧出量の関係は図 2-9-90②に示

した。盆地の中心部で 600m3/d/m と大きいが，周辺部になる に従って 50m3/d/m と小 さくな

る。荻原川や1rjJ水川沿いでは，伏流水の影響を受けて局部的に大きな値を示しているところもみ

らオLる。

水質分析 (1) の結果によると ， 水温は 18~ 19 0 C， pH は 6~ 7， RpH は 6 .8~ 7.2 程度であり ，

総硬度は 2.04以下と良質なものである。とくに，Ca+は 10ppm以下であるが，Si02 は 50~ 110

ppmを示し，本邦河川水の平均で、ある 10ppmに比べてかなり多い。これは Si02の多いしらす

からなる帯水層中に賦存する た め で， 滞留時間の長い深層の地下水が河川水や湧水の 33~ 5 3

ppm に比して とくに多くなっている。なお，Na+や K+は本邦河川水に比しでほぼ同程度かや

や多い傾向を示す。

〈猿山光男)

参考文 献

(1) 木野義人 ・比留川賞 (1962):宮崎県下工業用水源概査報告，地質調査所月報第13巻第 10号，

地質調査所

(2) 地質調査所 (1968)・都城盆地水現地質図説明書 (日本水現地質図 15)，地質調査所

21. 東松浦・北松浦・西彼杵半島

(1) 地形・地質

東松浦半島から北松浦半島を経て西彼杵半島の先端に至る地域は新第三紀から第四紀初頭にか

けて噴出した玄武岩台地が広がる。台地上の玄武岩は著しく風化 し，この地方特有のオ ンジャク

土と呼ばれる赤褐色ないし暗灰色土となっ ており ，土地利用が進んでいる。降水量は年間 1，650

m111 (唐津)~2 ，600 111m (佐位保〉に迷するが，夏期に降雨が少 なく，半島と い う利水条件の悪

さが加わって水需給が逼迫している。地下水は台地上で玄武岩中に掘られた井戸や，台地周辺で

玄武岩類の下部の不整合商に分布する湧水が利用されている。

地下水を匠JJ台する玄武岩類は新第三紀に入って噴出した もので，松浦玄武岩と呼ばれている。

一般に， 玄武岩類は厚いと こ ろで 300m にも迷するが， 大部分 20~ 30 m の溶岩流が累重したも

ので，ボーリングコアや電気検層からうかがう ことができる。露頭では各溶岩流ごとに著しい柱

状節理がみられる ことが多い。 このような一連の玄武岩類も地下水の賦存状況からみると，いく

らかの相違があり，玄武岩類の位置する標高，層厚，風化の程度，基盤岩の上に分布する洪積層

の有無など によって異なっている(図 2-9-91)。

(2) 地下水

東松浦半島は，東部で中生代の花商岩，西部で第三紀堆積岩類を基盤とする。玄武岩類は標高

50~200 111 の台地状をなし，これを現河川が開析 している。花商岩および第三紀層は海岸や河床

でみられ， 半島北西部では玄武岩類が海水準下に没している。既存の井戸はこのような地域に多


